
　転職情報サイト「日経転職版」が登録会員を対象に
実施した「資格と学び直しに関するアンケート」の最
終回です。今回はリスキリング（学び直し）に対する
意識や学んでいる分野、時間、費用などに関する調査
結果をお伝えします。
■９割が「リスキリングは必要」と回答

　自分にとってリスキリングは必要かと聞いたところ、
「とても必要だと思う」が ％、「まあ必要だと思う」
が ％になり、回答者の９割が必要性を感じていまし
た。年代別では ～ 代は ％が「とても必要」と回
答。なかでも 代は「まあ必要」も合わせると ％に
なり、年代別で最も高い割合になりました。 代は組
織やチームのリーダー・マネジャーとして業務を遂行
することが多く、他の年代より自己成長の必要性を強
く感じているのかもしれません。 代以降は年齢が上
がるほど「必要」の割合が下がりました。
■実際に取り組んでいる人は５割強
　リスキリングへの取り組み状況を聞いたところ「自
主的に取り組んでいる」が ％、「会社などの要請で
取り組んでいる」が６％になりました。ただ、９割の
人が必要性を感じているものの、実際に取り組んでい
る人は５割強。必要性は感じているものの、行動を起
こせない人も少なからずいるようです。
　年代別では、年齢が上がるほど「取り組んでいる」
割合が低下します。 代は ％（「自主的に」と「会

社などの要請で」の合計）でしたが、 代は ％、 代
は ％でした。また ～ 代で、会社などの要請で取
り組んでいる割合が最も高かったのは 代で ％。社
員教育に力を入れる企業が増えており、特に若手層に
注力している様子がうかがえます。
■「英語」「ＩＴ」「金融・会計」が人気
　リスキリングに「取り組んでいる（自主的に、また
は会社などの要請で）」と回答した人に取り組んでい
る分野を聞いたところ、「英語」（ ％）が最多でし
た。「ＩＴ・ウェブ」（ ％）、「会計・財務諸表」
（ ％）、「ファイナンス（投資・資金）」（ ％）
が続き、語学のほかＩＴや金融・会計など幅広い分野
に関心を持っていることがわかります。「その他」に
は中国語やフランス語、スペイン語などの語学、社会
保険労務士や行政書士などもあがりました。
　年代別で見ると、英語は ～ 代以上のすべての年

代で最も高い割合になりました。英語以外では、 代
「ファイナンス（投資・資金）」、 、 代「ＩＴ・
ウェブ」、 代「会計・財務諸表」「データ分析」、
代「戦略構築」でした。年代別で特徴がみられたの

は 代の「ＰＣスキル（Ｗｏｒｄ・Ｅｘｃｅｌ・ＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔな
ど）」。 代以外の年代は０～ ％だったのに対して、
代は ％。社会人経験が浅い 代にとっては、どん

な仕事にも必要になるパソコンスキルの向上を目指し
て学習する人が多いようです。

■「専門書で学習」が半数以上
　リスキリングに「取り組んでいる（自主的に、また
は会社などの要請で）」と回答した人に取り組み方法
を尋ねたところ、「専門書を購入して学習している」
が ％と半数以上になりました。「無料のユーチュー
ブやブログなどのウェブコンテンツで学んでいる」
（ ％）、「有料のオンライン講座・アプリ講座を受
講している」（ ％）が続きました。大学・大学院や
有料スクールに通って本格的に学んでいる人は合わせ
て ％でした。インターネット上に充実した無料コン
テンツは数多くありますが、本を購入して勉強するス
タイルは根強く支持されているようです。
■週「１～３時間」、月額「 ～ 円」が最多
　リスキリングに取り組んでいる人に、１週間のうち
どのくらいの時間を使っているかを聞いたところ「１
～３時間」（ ％）が最多となり、「３～５時間」（ ％）
が続きました。「 時間以上」使っている人は約１割
でした。
　リスキリングにかける費用に関する質問では、月１

万円以下が ％を占めました。最も多かったのは
「 ～ 円」で ％、次いで「 ～ 円」は
％、「 ～１万円」は ％。月に３万円以上使っ

ている人は ％おり、４％は「 万円以上」かけてい
ます。 （日経転職版・編集部）
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１割が「週に 時間以上勉強」
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。
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取
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Ｄ
＆
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げ
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ま
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＆
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取
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と
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す
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。
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テ
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と
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が
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で
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。
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ィ
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が
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れ
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一
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と
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の
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を
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終
わ
ら
せ
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あ
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ま
す
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ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
と
イ
コ
ー

ル
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
「
地
球
環
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と
の
共
生
」

で
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
代
替

素
材
の
使
用
や
容
器
包
装
の

削
減
な
ど
の
施
策
を
展
開
・

検
討
し
て
い
ま
す
。
そ
の
傍

ら
で
同
じ
よ
う
に
大
切
に
す

べ
き
こ
と
は
、
グ
ル
ー
プ
が

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
掲
げ
る

「
世
界
中
の
フ
ァ
ン
と
と
も

に
」
「
楽
し
い
、
感
動
の
笑

顔
を
未
来
へ
」
で
す
。

　
そ
も
そ
も
会
社
を
続
け
て

い
く
こ
と
が
で
き
な
け
れ

ば
、
社
会
の
持
続
可
能
性
を

追
求
で
き
ま
せ
ん
。
事
業
と

　
こ
の
４
月
か
ら
担
当
し
て

い
る
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー

（
持
続
可
能
性
）
推
進
活
動

を
通
じ
て
思
う
こ
と
を
お
話

し
し
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
が
掲

げ
る
５
つ
の
重
要
課
題
の
中

で
、
私
自
身
が
特
に
強
化
し

た
い
と
考
え
て
い
る
の
は

「
地
球
環
境
と
の
共
生
」
と

「
尊
重
し
あ
え
る
職
場
環
境

の
実
現
」
の
２
点
で
す
。

　
１
点
目
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
環
境
対
応
が
急
務
で
あ
る

た
め
、
２
点
目
は
私
が
こ
の

担
当
に
な
っ
た
理
由
で
あ
る

と
思
う
か
ら
で
す
。

　
こ
の
数
カ
月
で
改
め
て
実

感
し
た
の
は
、
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
ー
の
推
進
は
企
業
の

パ
ー
パ
ス
（
存
在
意
義
）
や

　
ふ
じ
た
・
の
り
こ
　
１
９
９
７
年
大
学
卒
業
、
バ
ン
ダ
イ
入
社
。
玩
具

の
企
画
・
開
発
・
仕
入
れ
担
当
の
後
、
玩
具
企
画
開
発
部
門
や
品
質
管
理

部
門
の
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経
て
２
０
２
３
年
４
月
よ
り
現
職
。

バンダイ取締役

　　藤田　訓子氏
パ
ー
パ
ス
と
持
続
可
能
性
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